
方、他の方と協力し合って完成させる方等、その方に合った形で取り組まれてい
ます。地域の会社との結びつきに喜びを感じると共に、時にデパート等で自分た
ちが関わった製品を見ることも楽しみのひとつです。

　近隣の高齢者施設の清掃を受託して、毎日清掃に通っています。苑内での作業
とちがい日々、外部の方の目を意識しながらの作業に、利用者の方だけでなく、
職員も緊張感を持つ中にもやりがいを感じています。又、身近におられる高齢者
の方のお役に立っているという思いもうれしいことです。

　京都という土地柄なのか近隣に多くのお墓や墓地があります。高齢化や核家族
化という状況の中で地域に貢献できる方法としてお墓清掃を考えました。お寺や
霊園だけでなく、遠方に転居された方からの依頼があるなど、受注は着実に増え
てきています。自分のお墓をきれいにする気持ちで丁寧な作業を心がけています。
お墓を通して私達と地域の方との関係がつながっていく。不思議な縁を感じなが
ら作業に励んでいます。

　午前の活動は、主に散歩に出かけています。これは体力作りという目的もあり
ますが、朝にしっかり覚醒すると共に適度に身体を動かすことで、夜間に十分な
睡眠がとれるという生活のリズムの安定を図るものです。
　午後の活動は、課題や作業といったデスクワークや、外出･調理といった行事
をすることが多いです。作業は、現在2種類取り組んでいます。
　ひとつは、｢アルミ缶つぶし｣ です。利用者さんや地域の方から洗浄されたア
ルミ缶を回収させていただき、プルタブを外したり、器具を使って缶を圧縮させ
る作業をしています。つぶした缶は業者へ持って行き、買い取ってもらいます。
　2つ目は、｢牛乳パックのイス作り｣ です。これも、回収させていただいた牛
乳パックを利用し、｢スツール｣ と ｢正座イス｣ の2種類の商品を作っています。
牛乳パックを切り開いたり、中身を詰めたり、テープを貼ったりと様々な行程に
分かれて作業しています。この商品はバザー等で販売しています。これらの作業
で得られた収入は工賃として利用者さんへ支払われます。

　生活介護事業は、重度の自閉症や知的障がいの方が利用されているので、活動
に関して利用者さんが分かりやすく取り組めるように配慮しています。具体的に
は、活動内容を写真や絵のカードを使用して説明したり、作業では使用物品の配
置を左から右へ流れていくよう準備し、工程が一目で分かるようにしています。

　行事ですが、調理は簡単に作れるものとはなりますが、旬の食材を使ったもの
や、季節のイベントにちなんだおやつを作ったりしています。先日は、芋掘りに
行き、収穫したサツマイモを使って焼き芋をしました。外出では、様々な環境に

木工製品をはじめとする自主製品
づくりに取り組んでいます。誰か
に使っていただくことがつくる喜
びにつながります。ご購入や販売
への御協力を御願いいたします。

　「障害」の「害」という漢字は否定的なイメージを思い浮かべたり、不快感をもたれたりと、人に対して使用することが心身に障がいを持つ方々への
差別や偏見を助長しかねません。このことから、本組合で作成・発送する文書や広報などは、人や人の状態を表す「障害」の文字を「障がい」と表記し
ます。但し、法律や制度の名称及び「障害物」など人や人の状態を表さない言葉では、従来どおりの表記となります。

「障がい」のひらがな
表記について

お 願 い

こんなことをしています

今日もみんな元気です!!

　京都京北産の桧を使用して、ひのきっず（動
物や乗り物の玩具）、まな板等を作っていま
す。京北産の桧にこだわり、あえて彩色せず
にあくまで自然にこだわった一品です。電動
糸のこに力を発揮する方がひとつひとつ心を
込めて切り抜いた物をサンドペーパーでつるつるになるまで磨くという気の遠く
なるような作業です。心のこもった製品をぜひ一度ご覧ください。

　お歳暮、お中元、バレンタインのチョコや
お香用の箱折りからお好み焼き店のソースや
マヨネーズを袋詰めする作業まで、様々なこ
とをしています。どんな物でもOKでオール
ラウンドにこなせる方から、一部ならできる

就労継続支援（B型）事業では、若竹苑で働くことを通じて社会参加をしたい
と考える方が 39名、日々それぞれの作業に取り組んでおられます。その内
容をご紹介させていただきます。

乙訓若竹苑の生活介護事業は、利用者さん 6名という少人数のグループで
活動をしています。主な活動内容は、散歩・課題・作業といった決まったプ
ログラムに加え、外出や調理といった行事も1週間に1～2回行っています。

慣れていくことを目指し、従来の車による移動の他、公共交通機関を用いての移
動にも取り組んでいます。

利用者さん全員で取り組んだ貼り絵です。全員
でひとつの作品を作ったのは初めてで、今回は
季節に合わせたハロウィンをテーマに作りまし
た。貼り付けた色紙も、無地の用紙に絵の具で
色づけして作ったものです。下絵に合わせて貼
り付けていく作業は難しく、時間もかかりまし
たが、できあがりを見て満足そうな利用者さん
の表情が印象的でした。

就労継続支援（B型）事業

生活介護事業

動物ひのきっず

乗り物ひのきっず

木工作業

清掃作業

お墓清掃

企業からの受注作業

みんなで作りました
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乙訓福祉施設事務組合とは　向日市、長岡京市、大山崎町の2市1町が福祉事業の一部を共同して行うことを目的として設立されている一部事務組合（特別地方公共団体）です。

乙 訓 福 祉 施 設 事 務 組 合 '11.12月◎26号 ●発　行●
乙訓福祉施設
事務組合総務課
●住　所●

京都府長岡京市
井ノ内西ノ口17-8
TEL.075・954・6507
FAX.075・958・1639
HP http://www.otsufuku.com

乙 訓 若 竹 苑乙 訓 若 竹 苑
TEL 075・954・6501
FAX 075・954・6588

乙訓若竹苑は、平成19年４月に障害者自立支援法に基づいた新事業体系へ移行し、就労移行
支援事業・就労継続支援（Ｂ型）事業・地域活動支援センター事業・日中一時支援事業を実施
してきました。平成20年度には、新たに生活介護事業も開始し、現在５つの事業からなる多
機能型の事業所となっています。
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財 政 状 況 の 公 表 平成22年度 決算

平成23年度 上半期

　平成２２年度の乙訓福祉施設事務組合一般会計決算は、 9月２9日に行わ
れた組合議会で認定されました。
　歳入は 3億 9 千6１0万7２3円、歳出は 3億 ８ 千８８万 6 千339円で、差し
引き残額は １千5２１万 4 千3８4円となりました。前年度との比較では歳入

　乙訓福祉施設事務組合は、財政状況の公表に関する条例に基づき、毎年 6月と１２月に組合財
政の状況について公表しています。
　今回は、平成２3年度の上半期分として、平成２3年 9 月30日現在における予算の執行状況や組
合財産の現在高等についてお知らせします。

は、0.6％の増、歳出は１.4％の増となっています。
　歳入歳出の主な内容は、上記のグラフのとおりです。
　なお、決算の詳細は組合のホームページに掲載しておりますので、そ
ちらもご覧ください。

＊上記の組合債は、平成１5年度の乙訓ポニーの学校（組合庁舎含む）移設
工事の財源として借り入れたものです。

　平成２3年 9 月までの一時借入金の借入実績は、ありませんでした。

◇�一般会計歳入歳出予算執行状況
� （平成２3年 9 月30日現在）

◇�組合債及び一時借入金の状況�
� （平成２3年 9 月30日現在）

◇�組合財産の現在高� （平成２3年 9 月30日現在）

歳　入� （単位：千円）

○�基金の状況� （単位：千円）

○�組合債の状況� （単位：千円）

○�一時借入金の状況

款 予算現額 構成比 収入済額 収入率

１ 分担金及び負担金 365,８7１ 9２.6％ １7８,09８ 4８.7％

２ 府 支 出 金 5,000 １.3％ １,２50 ２5.0％

3 財 産 収 入 4,9８3 １.3％ ２,２50 45.１％

4 繰 入 金 １6,66１ 4.２％ １１,000 66.0％

5 繰 越 金 １,000 0.２％ １5,２１4 １5２１.4％

6 諸 収 入 １,699 0.4％ １,093 64.4％

歳�入�合�計 395,２１4 １00.0％ ２0８,905 5２.9％

歳　出� （単位：千円）

款 予算現額 構成比 支出済額 執行率

１ 議 会 費 １,673 0.4％ 667 39.9％

２ 総　 務　 費 57,779 １4.7％ ２9,4２4 50.9％

3 民 生 費 3１6,7８9 ８0.１％ １57,9２２ 49.9％

4 公 債 費 １7,973 4.5％ 9,0１4 50.２％

5 予 備 費 １,000 0.3％ 0 0.0％

歳�出�合�計 395,２１4 １00.0％ １97,0２7 49.9％

区　分 数量・面積 内　　容

土　地 3,２８6.46㎡
若竹苑
ポニーの学校用地（旧ポニー用地含む）

建　物 ２,045.5８㎡ 若竹苑、ポニーの学校（組合庁舎含む）

物　品 １07品 １ 品１0万円以上の物品

名　称 平成２3年 9 月30日現在残高

財政調整基金 ２,005

施設整備基金 5,８１9

区分（件数） 借入年月 当初借入額
平成２3年
9 月30日現在高

借入先

普通債（ １件） �平成１6年 4 月 １39,000 43,43８ 市中銀行

合　計 １39,000 43,43８

組
合
議
会�

議
員
紹
介

１0月に長岡京市議員の役職選挙が行われました。１１月 １ 日現在の
組合議会議員は、次の方々です。
副議長は、今後開催される議会で選出予定です。
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乙訓福祉施設事務組合人事行政の
運営等の状況
1、職員の任免および職員数に関する状況

　本組合における人事行政の公正性、透明性を高めるため、「乙訓福祉施設事務組合
人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免・給与・勤務条
件・服務の状況などを公表します。なお、詳しくはホームページをご覧ください。

　介護障害審査課は、向日市・長岡京市・大山崎町（以下、
２市 １町）における介護保険の要介護認定と障害者自立
支援法に基づく障害程度区分認定の審査会事務局です。
　介護認定審査会は、56人の審査委員を ８つのグループ
に分けた合議体ごとに開催しており、要介護認定につい
て審査し、二次判定を行います。
　障害程度区分認定審査会についても同様で、１4人の審
査委員を ２つのグループに分けた合議体ごとに開催して
おり、障害者自立支援法に基づく介護給付に係る障害程
度区分の二次判定を行います。また、 ２市 １町が作成し
た支給決定案が当該市町の定める支給決定基準とかけ離
れている場合、その求めに応じて、支給決定案の妥当性
を審査し意見を述べることになっています。

　一次判定は国が定める一次判定ソフトにより判定され
ますが、申請者それぞれの状態を評価しきれません。そ
のため、一次判定結果を参考にしながら、主治医が作成
した意見書及び認定調査票の特記事項の内容を審査委員
の経験や専門性の観点から審査し、二次判定が行われます。
　いずれの審査会においても、申請者の個人名や住所、
病院名等は資料に明示せず、公平公正な審査を行ってい
ます。
　
　なお、各合議体の委員はそれぞれの分野のバランスに
配慮し構成しています。
　現在の審査委員の職種の内訳は右表のとおりで、任期
は平成２3年 4 月から平成２5年 3 月までです。

介護認定審査会
障害程度区分
認定審査会

3 職員の初任給の状況（平成２3年 4 月 １ 日現在）

1 職員の勤務時間（標準的なもの）

2 年次有給休暇の取得状況

1 職員の採用・退職（平成２２年 4 月 １ 日から平成２3年 3 月3１日）
区　分 退職（人）

（平成２２年 4 月 １ 日から平成２3年 3 月3１日）
採用（人）

（平成２２年 4 月 １ 日）

事 務 職 0 １
指 導 員 １ １
合　計 １ ２

区　分 組　合 国

一般行政職
大学卒 １7２,２00円 １7２,２00円
高校卒 １44,500円 １40,１00円

１ 週間の勤務時間 1日の勤務時間 休憩時間
3８時間45分 午前 ８時30分～午後 5時１5分 午後 0時～午後 １時

区　分 日数（日） 取得率（％）
年間平均取得日数 9.3 ２3.6

請　　　求 開　　　示 非　開　示
情��報��公��開 0  件 0  件 0  件
個人情報保護 １８ 件 １８ 件 0  件

1 分限処分の状況
休職… ２件

2 懲戒処分の状況
該当ありません。

4 退職手当の状況
区分 組　　合 国

退職
手当

支給率 自己都合 勧奨・定年 自己都合・勧奨・定年
勤続２0年 ２3.50月分 30.55月分

組合と同じ
勤続２5年 33.50月分 4１.34月分
勤続35年 47.50月分 59.２８月分
最高限度額 59.２８月分 59.２８月分

その他の
加算措置

定年前早期退職者特例措置
２～２0％加算

定年前早期退職者特例措置
２～２0％加算

2 �職員の平均給料月額及び
平均年齢の状況�
（平成２3年 4 月 １ 日現在）

一　般
行政職

平均給料
月　　額 平均年齢

3１4,4１0円 4１.9歳

2 退職事由（平成２２年 4 月 １ 日から平成２3年 3 月3１日）
区　分 定 年 勧 奨 普 通 その他�出向など 合 計
人数（人） 0 １ 0 0 １

4 年齢別職員数（平成２3年 4 月 １ 日）
年　齢 ２0歳未満 ２0歳～２3歳 ２4歳～２7歳 ２８歳～3１歳 3２歳～35歳 36歳～39歳
職員数（人） 0 0 5 4 3 １
年　齢 40歳～43歳 44歳～47歳 4８歳～5１歳 5２歳～55歳 55歳～59歳 合計
職員数（人） １ 0 9 3 3 ２9

5 職員数の推移

年度 平成
１7年度

平成
１８年度

平成
１9年度

平成
２0年度

平成
２１年度

平成
２２年度

過去 5年間の
増減数（率）

職員数（人） ２８ ２7 ２6 ２6 ２7 ２7 ▲ １（▲3.6%）

3 再任用の状況（平成２２年 4 月 １ 日から平成２3年 4 月 １ 日）
区　　　分 人数（人）

平成２２年 4 月 １ 日在職者数 １
平成２3年 4 月 １ 日在職者数 ２

6 級別職員数の状況（平成２3年 4 月 １ 日現在）
区分 １級 ２級 3級 4級 5級 6級 7級

計標準的な
職務内容 主事 主事 主査

主事
係長／主任
総括主査

課長補佐
施設長補佐

次長／課長／
施設長／主幹 局長

職員数 0 7 3（ ２ ） 9 3 7 0 ２9（ ２ ）
構成比（％） 0 ２4.１ １0.4 3１ １0.4 ２4.１ 0 １00

（注） １　一般職の職員数です。　
 　　 ２　（　）内の数字は再任用短時間勤務職員数です。

1 職員給与の状況（平成２3年度）
職員数
（Ａ）

給　　与　　費 一人当たりの給与費
給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ） （Ｂ／Ａ）

3１人 １１0,090千円 ２0,539千円 4１,300千円 １7１,9２9千円 5,546千円
（注） １　給与費は、当初予算に計上された一般職員にかかる金額です。
 　　 ２　職員手当には、退職手当は含んでいません。 なお、請求以外で公開対象となっているものについては、公開しています。

（注） １　�退職手当の支給に関しては、本組合を含む 7市１１町村１3一部事務組合（平成２3年 4 月
１ 日現在）で組織する「京都府市町村職員退職手当組合」に加入しています。

　　  ２   �「勧奨」とは、定年退職（60歳）前の高齢職員に対し、職員の新陳代謝の促進や人事の
刷新を図るため、退職手当の割増をして退職を促すものです。

平成２２年中の全期間在職した一般職員の状況です。付与日数には繰越分を含めています。

2、職員の給与等のあらまし

3、�職員の勤務時間その他の勤務条件の状況（平成２２年度）

4、�職員の分限及び懲戒処分の状況（平成２２年度）

５、情報公開制度・個人情報保護制度の実施状況について（平成２２年度）

　組合職員の給与は、国家公務員に準じ「条例」に基づき支給されています。な
お、ここでお知らせする給与などは、税金や社会保険料を控除する前の額で、手
取り額ではありません。

介護と障害の審査　二次判定 介護障害審査課

職　種 人数
医 師 3２
歯 科 医 師 6
薬 剤 師 ２
歯科衛生士 ２
社会福祉士 ２
介護福祉士 6
介 護 師 4
施 設 長 等 ２
合　計 56

職　種 人数
医 師 6
歯 科 医 師 ２
社会福祉士 ２
精 神 保 健
福 祉 士 １

福 祉 施 設
関 係 者 3

合　計 １4



保護者グループの紹介

　平成 23年度は 10月時点で定員いっぱいの 109名の方
の利用となっています。
　利用者の内訳は、週 1回定期利用児が 89名、月 1回
の定期外利用が 20名です。
　ポニーの学校利用の申込みは、3月、6月、9月、12
月の年 4回受け付けています。できるだけ多くの方にポ
ニーの学校を利用していただけるよう、通園広場やオープ
ンスペース、おもちゃライブラリー、卒・退園児対象の施
設開放事業等を行っていきます。詳しくは、下欄をご参照
ください。

平成23年度　乙訓圏域障害者自立支援協議会と他の機関等関係図

乙訓圏域障害者自立支援協議会

TEL. 075・954・7939　FAX. 075・958・1639

乙訓圏域障害者自立支援協議会

乙訓圏域障害者
相談支援事業所連絡会

乙訓圏域障害者
支援事業所連絡協議会

地域特別支援教育
総合推進事業運営協議会

（向日が丘相談・支援センター）

乙訓圏域退院支援協議会
（アンサンブル）

発達障害者圏域支援
ネットワーク

（乙訓ひまわり園・コラボねっと）

全体会
「医療的ケア」委員会

（基礎研修、個別ケア支援など）

運営委員会
向日市、長岡京市、大山崎町、乙訓保健所、乙訓障がい者地域生活支援センター「キャンバス」、
乙訓ひまわり園地域生活支援センター、地域活動支援センターアンサンブル、しょうがい者
就業・生活支援センター　アイリス・向日市社協障がい者地域生活支援センター、コラボねっ
と・京都自立支援センター（ （

地域生活支援部会
ショートステイ・ケアホーム・

サービス開発など（ ）
こども部会

（児童デイサービスなど）

障害者就業・
生活支援センター
しょうがい者就業・
生活支援センター

アイリス） ）

　ポニーの学校は、親子で通園する療育施設です。発達に遅れやつまずきのある
就学前のお子さんを対象に療育を行う場であるとともに、保護者の方への支援の
場でもあります。お子さんの療育時間と併行して、保護者の方は４～７名の保護
者グループに所属し、グループでの話し合いに参加することになっています。保
護者グループは、お子さんに保護者の方の力を最大限に生かした子育てができれ
ばと考えていることから、実施しています。今回は、ポニーの学校での保護者グ
ループの取り組みについて簡単に紹介したいと思います。
　保護者グループでは、それぞれの保護者の方が自由に話し合うことを基本にし
ています。内容は、子育ての悩み、お子さんの発達や将来のこと、家族のこと、
地域生活のことなど、多岐に渡っています。グループのなかで、自分が抱えてい
る悩みや辛さを出し合い、お互いの気持ちや考えに気づいたり、思いに共感した
り励まし合うこともあれば、楽しい話題で盛り上がることもあります。また、困っ
ていることを、グループのメンバーが一緒に考えたり、内容によっては指導員か

　向日市・長岡京市・大山崎町が共同で設置した「乙訓圏域障害者自立支援協議会」
は、障がい者の生活を支援するために、サービス事業所・相談支援センター・医療・
教育・雇用・企業・障がい者団体・行政等が参加し協議をしています。事務局は乙
訓福祉施設事務組合内　乙訓圏域障害者総合相談支援センター内にあります。

障がい者介護担当者
交流会

（乙訓医師会）

ヘルパー養成・
研修プロジェクト

らのアドバイスも付け加えたり、育児に関する制度や社会資源の情報を提供する
こともあります。
　ポニーの学校に通っておられる保護者の方の中には、ことばが遅かったり、お
友達とうまく遊べないといった子どもさんの姿に戸惑ったり、我が子が思わしい
成長を見せてくれないといった事実に直面し悩みながら過ごしておられる方が少
なくありません。グループの中で、自分の気持ちを表現したり受け止めてもらえ
る時間をもてることが、保護者の方の気持ちの安定につながるのではないかと考
えています。
　またこのグループは、保護者の方がお子さ
んと束の間離れ、ホッとできる時間でもあり、
離れることでお子さんやご自身のことを見つ
め直すことができる場にもなっています。
　これからも、ポニーの学校では保護者グ
ループを通して、保護者の方と共にお子さん
の発達や子育てについて考えていければと
思っています。

●「医療的ケア」委員会
　たんの吸引や経管栄養など日常的な「医療的ケア」が必要な
重度の障がい者の在宅生活を支えるため、個別ケアのネット
ワークを進めるとともに介護職員など支援従事者に対するケア
技術研修を行います。

●地域生活支援部会
　放課後等の障がい児を見守る日中一時支援体制を確保するた
め、向日が丘支援学校の空きスペース活用など学校と地域の福
祉的連携を進めます。また、ショートステイやケアホームなど
「住まいの場」の確保や「安心コールセンター」など緊急時対
応についても協議します。

●こども部会
　当面、就学前療育について圏域での利用調整により待機の解
消を図るとともに、今後の量的不足と多様なニーズに応えてい
く方策を検討します。また、来年度予定されている「児童発達
支援事業」への移行についても協議します。

●相談支援部会
　各市町や各相談支援センター間の効率的、効果的な連携調整
システムを確立するため、当面、初期相談情報の伝達方法を検
討し、試行を経てシステム構築を行います。また、相談支援担
当職員研修等についても協議します。

　会議は原則として公開しています。傍聴を不可とする場合は事前
に乙訓圏域障害者自立支援協議会のホームページでお知らせします。

発達障がい児・者
支援プロジェクト

雇用支援
プロジェクト

相談支援
プロジェクト

おもちゃライブラリーのご案内
　おもちゃライブラリーは、通園児親子に限らず地域のどなたでもご利用で
きるように、プレイルームを開放している日です。ゆったりとしたスペース
で、トランポリンやブランコ等の大型遊具や好きなおもちゃを使って自由に
遊べます。雨の日も安心です。
　また、遊びのアドバイスや子育てに関する相談にも応じていますので、お
気軽に職員に声をかけてください。

原則として毎月第4火曜日の10時～
11時30分に開催しています。

※ 24年4月以降の予定は4月になりましたら、ポニー
の学校までお問い合わせいただくか、ホームページ
にてご確認ください。

12月20日 1月24日

 2月28日 3月13日

3月までの予定は次のとおりです。

平成24年1月6日（金） 3月29日（木）

卒・在園児のための 施設開放事業 時間は10時～15時です

（4）　2011年（平成23年）12月 第 26号広報おつふくつうしん

この広報誌は再生紙を使用しています

　乙訓ポニーの学校は、発達の遅れやつまず
きが心配されるお子さんを対象とした療育施
設です。障害者自立支援法に規定されている、
障害福祉サービス事業の中の児童デイサービ
スに該当します。乙訓２市１町に居住されて
いる就学前のお子さんとそのご家族に対し、
早期療育や相談事業を行う場として設けられ
ています。

TEL 075・952・5000
FAX 075・953・5200


